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相良中学校運動会（５月14日）　生徒122人

熊本県町村議会議長会臨時総会（５月22日）

　会長に田上高森町議会議長、副会長に村山

多良木町議会議長、稲田益城町議会議長を選任。

村商工会総会（５月22日）

　会員（正規、特別含め106名）

　商工業者数190名（小規模事業者162名）

相良村森林組合総会（７月25日）

　組合員数（434人）（正組合424人、凖組合10人）

サガラッパ祭（７月28日）

球磨郡消防ポンプ操法大会（７月29日）村代表４分団３部（編成松馬場地区）

相良村慰霊祭（５月８日）

　戦争で亡くなられた相良村出身者（282柱）の御霊をご遺族と共にご供養した。

球磨郡町村議会議長会（５月11日）（６月４日）（７月12日）

○７月の洪水被害による河川の氾濫、道路の通行止め、農業被害等について、

　貫名国土交通省八代河川国道事務所長と県球磨地域振興局土木部長に本

　村の状況を説明し、早急な対策を求めた。

熊本県町村議会議長会研修会（５月22日）（熊本市）

　新潟県立大学教授田口一博氏が高知県大川村の例を出して議員のなり手

不足問題と持続可能な議会の実現に向けた取り組み等について講演。

九州治水砂防大会（５月22日）

　熊本市で開催され、懇親会で伊勢田九州整備局長、貫名八代河川国道事務所長、根本川辺川ダム砂防事務所長が同

席され、本村の村長以外の人吉、球磨郡市の首長が出席しそれぞれ活発な話が出ていた、議長として相良村の要望も

したが、根本事務所長から初神地区の砂防事業について排水対策等もあるが村の協力がないと言われた。

全国町村議会正副議長大会（５月28日）（東京都千代田区）

　講師の山梨学院大学法学部教授江藤俊昭氏が町村議会の在り方に関する研究報告。

　長崎県小値賀町、福岡県大刀洗町、徳島県那賀町の議会議長の講演があった。

県選出国会議員に県議長会から要望書提出（５月29日）（東京都千代田区）

　熊本県内町村正副議長による県関係国会議員への要望を行った、熊本地震からの復旧に関する特別要望と各郡内提

出の要望書を提出し、意見交換を行った。

人吉地区防犯協会連合会評議員会（６月11日）（市町村長と議長）

　人吉警察署内にあり、管内６市町村からの分担金計500万円（本村49万円）で運営、主な活動は防犯キャンペーン、（小

学1年生から6年生に防犯ブザー、１年生にクリアファイルと定規、中学生にメッシュケース等を贈呈）その他で牛島

人吉警察署長より管内の犯罪、交通事故等について説明。

町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会（７月9日）（熊本市）　総務省地域力創造アドバイザー高野誠鮮氏の講演。

全国森林環境税創設促進議員連盟総会（７月19日）（埼玉県秩
ちちぶ

父市）

　森林環境税（仮称）⇒国民一人当たり年額1,000円住民税として払う

　森林環境贈与税（仮称）⇒私有林面積割50%、林業就農者数20%、人口割10%で各市町村に分配する

　市町村が計画書を作成し、森林組合等と共に民有林の整備を進める事業である。

　今議会で議決した、基幹林道の要望、川辺川利水事業変更に伴う除外さ

れた用水路及び施設の改修要望については、基幹産業である農林業の主要

課題である事から議会として国、県に強く要望していく。

　国道445号南小学校前から運動公園までについては、昨年11月県庁にて

長井道路課長、勝又球磨地域土木部長、地元松田、緒方両県議も対応され

た席上で県からこの区間は継続事業として予算もついていたが、村長より

取り下げがあったとの事、県管理道路であり村費は使わなくてよい事業を

断るとは残念で交通安全上問題。

議

長

報

告

H30.7.6～7.7大雨、河川氾濫

相良村議会議長

吉松 啓一

相良中体育祭

歩道改修が進まない深水地区
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研修先：全国町村議員会館（東京都千代田区一番町25番地）

期　日：平成30年７月10日～ 11日

目　的：議会活動に対する住民の関心と理解を深めることが求められる情況に鑑み、

　　　　町村議会広報実務担当者を対象にした研修及び意見交換の場を設け、議会

　　　　広報の発展に資することを目的とする。

研修内容

●表紙については、広報への期待感を抱かせる表紙が望まれる。

●内容については、定例会のことだけでなく、本会議以外に委員会活動。

●議会ごとに協力してくれるサポーターが必要、例えば高校生の意見を聞いたり、

　ＰＴＡの役員に聞くなど。

●定例会の争点論点を伝える。

●予算の使われ方を世代別に報告。

●予算編成への住民意見。

●移住者が居た場合、インタビュー等掲載したらどうか。

●各町村の議会だよりを拝見して感じたこと。

　　議会活動が活発に活動され、広報紙の編集について、多くの日数が掛けられて

　いる。紙面についても、カラフルに出来あがっている。

●相良村の広報紙については、評価は悪くなく、指摘される点は無いように感じた。

　今後の議会だよりについて、今回の研修を参考に取り入れていく事も大切だと感

じた。

（広報員一同）

議  員  研  修  報  告
平成30年度町村議会広報クリニックに参加して

意見発表中 全国町村議員会館
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６月定例会

　平成30年第３回相良村議会臨時会が５月11日に招集され、承認８件、議案２件が提案され、慎重審議の結果、

下記のとおり議決しました。

○承認案件………原案承認

　承認第１号　平成29年度相良村一般会計補正予算（第９号）

　歳入歳出それぞれに４千４５６万４千円を減額し、総額３３億４千７９５万３千円とする補正で、採決の

結果、全員賛成で承認可決しました。補正の主なものは次のとおりです。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

交通安全対策
特 別 交 付 金

1 △ 1 0 交通安全対策特別交付金

使用料及び手数料 34,359 △ 21 34,338 光インターネット使用料

国 庫 支 出 金 307,905 △ 3,853 304,052 保育所運営費等

県 支 出 金 241,090 △ 13,847 227,243 担い手確保等

財 産 収 入 15,135 10,779 25,914 林産物売り払い

繰 入 金 131,506 △ 37,571 93,935 財政調整基金

諸 収 入 20,025 △ 50 19,975 後期高齢者医療受託事業収入
歳 入 合 計 3,392,517 △ 44,564 3,347,953

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

総 務 費 558,710 829 559,539 くま川鉄道補助等

民 生 費 811,864 △ 9,123 802,741 障害福祉費等

衛 生 費 257,481 △ 3,670 253,811 健康診査等

農林水産業費 471,500 △ 15,600 455,900 担い手確保等

土 木 費 258,382 △ 11,500 246,882 工事請負費等

消 防 費 147,493 △ 3,110 144,383 出動手当等

教 育 費 519,953 △ 2,390 517,563 報酬等

歳 出 合 計 3,392,517 △ 44,564 3,347,953

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

　承認第２号　平成29年度相良村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

　承認第３号　平成29年度相良村介護保険特別会計補正予算（第４号）

　承認第４号　平成29年度相良村後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）

　承認第５号　相良村税条例の一部を改正する条例の制定について

　承認第６号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

　承認第７号　相良村指定地域密着型サ－ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の

　　　　　　　一部を改正する条例の制定について

　承認第８号　相良村指定地域密着型介護予防サ－ビスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型

　　　　　　　介護予防サ－ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の

　　　　　　　一部を改正する条例の制定について

平成30年  第３回臨時会報告
４月１日施行に伴う税条例の改正
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○条例議案………原案可決

　議案第29号　相良村地域包括支援センタ－の職員等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制

　　　　　　　定について

○一般会計補正予算………修正可決

　議案第30号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第１号）

　　歳入歳出予算を４１億７千２９万円とする予算が提案されましたが、フランス語通訳者経費４６５万８千円を減額す

　る修正案を議会から提出し、慎重審議の結果、賛成７、反対２で修正案を可決しました。

　　よって、平成３０年度一般会計補正予算（第１号）は、４１億６千５６３万２千円となりました。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

繰 入 金 382,182 4,950 387,132 財政調整基金繰入金

歳 入 合 計 4,160,682 4,950 4,165,632

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

災 害 復 旧 費 189 4,950 5,139
林道夜狩尾線災害復旧測量費
林道相良五木線災害復旧測量費

歳 出 合 計 4,160,682 4,950 4,165,632

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

各議員の審議結果

件　名

福
田
　
雄
二

梅
山
　
　
弘

黒
木
　
正
照

中
村
　
重
道 

西
本
巳
喜
男

市
岡
　
智
惠

小
善
　
満
子

茂
吉
　
隆
典

髙
岡
　
重
盛

結　果

承認第 1号　平成 29 年度相良村一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第２号　平成 29 年度相良村国民健康保険特別会計補正
　　　　　　予算（第４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第 3号　平成 29 年度相良村介護保険特別会計補正予算
　　　　　　（第 4号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第４号　平成 29 年度相良村後期高齢者医療特別会計補
　　　　　　正予算（第５号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第 5号　相良村税条例の一部を改正する条例の制定に
　　　　　　ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第 6号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する
　　　　　　条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第 7号　相良村指定地域密着型サ－ビスの事業の人員、
　　　　　　設備及び運営に関する基準を定める条例等の
　　　　　　一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

承認第 8号　相良村指定地域密着型介護予防サ－ビスの事
　　　　　　業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
　　　　　　介護予防サ－ビスに係る介護予防のための効
　　　　　　果的な支援の方法に関する基準を定める条例
　　　　　　の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議案第29号　相良村地域包括支援センタ－の職員等に関する
　　　　　　基準を定める条例の一部を改正する条例の制
　　　　　　定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第30号　平成30年度相良村一般会計補正予算
　　　　　　（第１号）（修正案）

● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 修正可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第３回臨時会

６月定例会
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６月定例会

平成30年  第４回定例会報告
　平成30年第４回６月定例会が、６月６日から８日までの３日間の会期で開催され、繰越計算書の報告１件、

平成30年度一般会計及び特別会計の補正予算２件、条例の一部改正３件、要望２件、発議３件が提案されま

した。慎重審議の結果、平成30年度一般会計補正予算第２号については修正可決、その他については原案ど

おり可決しました。

　一般質問には６人が登壇し、村長の考えを質しました。

○要望………採択

　要望第１号　相良村土地改良区からの要望について

　　　　　　　　老朽化した飛行場用水路の改修を求める要望

　要望第２号　柳瀬西溝隧道内流入水についての要望について

　　　　　　　　老朽化した用水路の改修を求める要望

○条例議案………原案可決

　議案第31号　相良村税条例等の一部を改正する条例の制定について

　議案第32号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

　議案第35号　相良村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○一般会計補正予算………修正可決

　議案第33号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第２号）

　　歳入歳出予算を４２億４４８万５千円とする予算が提案されましたが、フランス語通訳者経費４６５万８千

　円を減額する修正案を議会から提出し、慎重審議の結果、賛成７、反対２で修正案を可決しました。

　　よって、平成30年度一般会計補正予算（第２号）は、４１億９千９８２万７千円となりました。

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

県 支 出 金 1,012,627 22,975 1,035,602 木材産業生産強化補助金等

繰 越 金 30,000 9,920 39,920 繰越金

諸 収 入 28,916 1,300 30,216 コミュニティ助成事業
歳 入 合 計 4,165,632 34,195 4,199,827

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （単位：千円）

款 補正前の額 補正額 計 説　　　明

総 務 費 580,494 3,925 584,419 柳瀬石倉業務委託等

民 生 費 799,530 △ 3,074 796,456 人事異動

農林水産業費 1,217,972 30,455 1,248,427 木材産業生産強化補助金等

土 木 費 274,132 1,466 275,598 人事異動等

教 育 費 528,732 1,423 530,155 ICT 支援事業等

歳 出 合 計 4,165,632 34,195 4,199,827

※補正のあったものだけを明記しているため、歳入歳出が合計の数字とは一致しません。

○特別会計補正予算………原案可決

　議案第34号　相良村農業集落排水特別会計補正予算（第１号）

○議員発議………原案可決
　発議第２号　四浦基幹林道としての再編整備に関する決議案

　　　　　　　　川辺川西側の林道振興を、集落避難路のための林道整備

　発議第３号　農業用水路の改修を求める意見書について

　　　　　　　　国営川辺川利水事業の変更により国の事業から外れた用水路の整備を国・県に求める

　発議第４号　相良村長の給料の減額に関する条例の制定について

　　　　　　　　議員不祥事による村長の減給10％の５ヶ月分の減額（職員のみの処分に留まっていた為）
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６月定例会

　平成30年第５回相良村議会臨時会が６月26日に招集され、議案１件が提案され、慎重審議の結果、下記のとおり

議決しました。

○一般会計補正予算………原案可決

　議案第36号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第３号）

　　土地等売買契約に関する違法確認等請求事件委託料　108万円

　　（行政訴訟による、弁護士への委託料）

各議員の審議結果

件　名
福
田

梅
山

黒
木

中
村

西
本

市
岡

小
善

茂
吉

髙
岡

結　果

議案第36号　平成30年度相良村一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第５回臨時会

各議員の審議結果

件　名
福
田

梅
山

黒
木

中
村

西
本

市
岡

小
善

茂
吉

髙
岡

結　果

要望第１号　相良村土地改良区からの要望について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

要望第２号　柳瀬西溝隧道内流入水についての要望について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

議案第31号　相良村税条例等の一部を改正する条例の制定
　　　　　　について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第32号　相良村国民健康保険税条例の一部を改正する
　　　　　　条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第33号　平成30年度相良村一般会計補正予算
　　　　　　（第２号）（修正案）

● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 修正可決

議案第34号　相良村農業集落排水特別会計補正予算
　　　　　　（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第35号　相良村一般職の職員の給与に関する条例の一
　　　　　　部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第２号　四浦基幹林道としての再編整備に関する決議案 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

発議第３号　農業用水路の改修を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 可決

発議第４号　相良村長の給料の減額に関する条例の制定に
　　　　　　ついて

● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● 可決

※賛成が○　　反対が●　　欠席は－
※議長は採決に加わらない。第４回定例会

平成30年  第５回臨時会報告
柳瀬石倉周辺の土地購入に伴う

行政訴訟による弁護士への委託料
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ここが
聞きたい

一般質問

一般質問とは
議員が村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるものである。
今回は議長を除く９名の議員のうち、６名が登壇した。

●黒木　正照 議員 …………………………………………………………………… 9ページ

☆四浦基幹林道について

☆球磨郡町村長合同要望について

・上四浦振興策について

●市岡　智惠 議員 ………………………………………………………………… 10ページ

☆空き家バンクの今後の活用について

☆介護予防元気アップ事業の取り組みについて

☆防犯対策について

●髙岡　重盛 議員 ………………………………………………………………… 11ページ

☆誘致企業肥後相良ファームについて　

●小善　満子 議員 ………………………………………………………………… 12ページ

☆地方創生交付金の使途について

・石倉周辺の土地購入のその後について

・相良村の誘致企業である肥後相良ファームについて

●梅山　　弘 議員 ………………………………………………………………… 13ページ

☆西本議員に対する監査請求について

☆石倉周辺整備計画について

●茂吉　隆典 議員 ………………………………………………………………… 14ページ

☆空き家対策について

☆用水路問題、村の助成は

☆新並木公民館近くの道路問題について

☆の質問を掲載しています。
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一 般 質 問

村
民
の

声
を

村
政
に
！

　

議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
質

問
内
容
の
全
て
を
掲
載
す
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

広
報
委
員
会
よ
り

見
込
み
が
立
っ
て
い
な
い
。

県
道
相
良
人
吉
線
は
縦
の
路

線
で
、
山
江
村
に
つ
な
ぐ
路
線
、
そ
れ
に

対
し
四
浦
基
幹
林
道
は
山
江
村
、
ま
た
６

集
落
〔
椎
葉
・
山
口
・
中
原
・
中
尾
・
平
・

小
柏
〕
を
結
ぶ
横
の
路
線
で
、
上
四
浦
振

興
に
も
マ
ッ
チ
す
る
事
業
。
６
集
落
に
必

要
不
可
欠
な
避
難
路
に
な
る
。
ま
た
採
算

面
で
施
業
で
き
な
か
っ
た
森
林
で
も
木
材

の
搬
出
が
出
来
、
林
業
の
活
性
化
、
村
民

の
所
得
向
上
、
ひ
い
て
は
相
良
村
に
と
っ

て
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
も
た
ら
す
事
は

明
ら
か
。
村
民
の
安
心
安
全
を
守
る
べ
き

行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
６
集
落
の
避
難

路
の
確
保
に
つ
い
て

確
保
で
き
る
な
ら
確
保
し
た
方

が
ベ
タ
ー
と
考
え
て
い
る
。

村
長
と
し
て
の
回
答
と
し
て

考
え
ら
れ
な
い
。
椎
葉
地
区
で
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
救
助
は
記
憶
に
新
し
い
。
林
道
は

生
活
道
路
と
し
て
、
緊
急
時
の
迂
回
路
と

し
て
期
待
は
大
き
い
。
球
磨
村
で
は
79
の

集
落
を
全
て
林
道
等
で
繋
げ
て
お
り
、
そ

れ
ほ
ど
他
の
自
治
体
は
村
民
の
安
心
安
全

に
真
剣
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

よ
う
な
発
想
は
出
来
な
い
か
。

基
幹
林
道
の
後
に
い
ろ
ん
な
話

が
出
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
要
望
の
出

し
方
を
含
め
理
解
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。

四
浦
基
幹
林
道
に
つ
い
て

は
、
山
江
村
・
五
木
村
も
大
き
な
期
待

を
持
た
れ
て
い
る
。
小
野
副
知
事
が
お

い
で
い
た
だ
き
現
地
を
見
て
言
わ
れ
た
こ

と
は
、
避
難
路
の
確
保
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
は
大
変
で
あ
る
。
県
も
村
と
一
緒
に

や
っ
て
い
け
れ
ば
と
提
案
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
４
月
の
要
望
で
、
合
意
形
成
を
望
み

ま
す
と
回
答
さ
れ
、
90
～
95
％
の
署
名
を

集
め
再
度
要
望
さ
れ
た
が
、
合
意
形
成
が

図
ら
れ
た
と
捉
え
る
事
が
出
来
る
の
で
は

な
い
か
。

無
理
や
り
合
意
形
成
を
形
ど
っ

た
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。

90
～
95
％
の
署
名
、
議
会

全
会
一
致
で
の
請
願
採
択
。
こ
れ
ほ
ど
の

民
意
は
な
い
。
こ
の
民
意
の
重
み
を
無
視

す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
村
長
に
思
う

こ
と
は
、
物
事
に
取
り
組
ま
な
い
た
め
の

理
由
を
考
え
る
。
知
恵
を
出
し
て
ど
う
に

か
成
し
遂
げ
よ
う
と
は
し
な
い
。
本
来
の

行
政
の
姿
は
、
村
民
の
困
っ
て
い
る
こ
と

を
進
ん
で
解
決
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る

が
、
今
の
徳
田
村
政
は
、
村
民
が
困
っ
て

助
け
を
求
め
て
も
、
断
る
理
由
だ
け
を
考

え
、
突
き
放
す
や
り
方
を
し
て
い
る
。
相

良
に
住
ん
で
い
る
村
民
は
不
幸
と
思
う
。

球
磨
郡
町
村
長
合
同
要
望
に
つ
い
て

相
良
村
の
国
・
県
へ
の
具
体

的
な
要
望
が
見
え
て
こ
な
い
。
議
会
は
い

ろ
ん
な
人
の
力
を
お
借
り
し
、
小
野
副
知

事
・
河
川
局
長
・
県
職
員
の
方
に
現
地
を

見
て
頂
き
、
現
状
を
説
明
し
て
い
る
。（
そ

の
後
す
ぐ
に
取
り
掛
か
り
、
完
了
し
た
事

業
も
あ
り
ま
す
）
そ
の
時
、
執
行
部
は
、

村
長
は
じ
め
職
員
誰
一
人
対
応
さ
れ
な

か
っ
た
。
反
面
、
山
江
村
は
、
村
長
が
出

席
で
き
な
い
代
わ
り
に
課
長
を
派
遣
さ
れ

た
。
こ
の
様
な
対
応
の
違
い
が
村
づ
く
り

の
差
に
現
れ
て
来
て
い
る
様
に
感
じ
る
。

上
四
浦
振
興
策
に
つ
い
て

黒木　正照議員

四
浦
基
幹
林
道
に
つ
い
て

四
浦
４
区
長
か
ら
四
浦
基
幹

林
道
と
し
て
の
再
編
整
備
に
関
す
る
要
望

書
に
つ
い
て
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
と
の
回
答
だ
が
。

県
道
の
改
良
貫
通
を
目
指
し
て

い
て
、
基
幹
林
道
が
通
っ
た
場
合
、
ど
れ

だ
け
今
後
遅
れ
る
の
か
心
配
が
あ
る
。

村
長
は
期
成
会
の
会
長
だ
が
、

遅
れ
る
と
は
何
年
後
に
開
通
す
る
の
か
。

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

村 

長

黒
木
議
員

黒
木
議
員

小
野
副
知
事
は
避
難
路
の
確
保
が

な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
大
変
、
村

と
一
緒
に
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
提

案
さ
れ
て
い
る
が

村
と
し
て
県
に
お
願
い
す
る
こ
と

は
今
の
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ＱＡ

球
磨
村
・
五
木
村
の
要
望
は
あ
っ

て
、
永
江
・
六
藤
・
平
川
の
浸
水

被
害
の
要
望
が
な
い
の
は

五
木
村
と
は
根
本
的
に
違
う
。
ダ

ム
に
絡
ん
で
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
入
れ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

ＱＡ
平
成
27

年
策
定
の
上
四
浦
振
興
策

が
あ
る
が
、
何
ら
進
展
が
あ
っ
て

い
な
い
。
国
・
県
へ
要
望
を
し
て

き
た
か

今
、
国
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
無
い

ＱＡ
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一 般 質 問

て
い
る
の
か
。空

き
家
の
利
活
用
と
し
ま
し

て
改
修
費
用
と
か
不
要
物
の
撤
去
、
ま
た

は
仏
壇
の
除
去
、
入
居
後
の
ハ
ウ
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
等
に
対
し
ま
し
て
補
助
金
を

用
意
し
て
い
る
。

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
村
有

地
等
の
利
用
に
よ
る
分
譲
計
画
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

村
有
地
の
分
譲
に
つ
き
ま
し

て
は
、
分
譲
に
適
し
た
村
有
地
が
な
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
現
状
で
あ
る
。
な
お
、
土

地
を
造
成
し
て
分
譲
と
い
う
計
画
は
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い
。

介
護
予
防
元
気
ア
ッ
プ
事
業

を
含
め
た
支
援
体
制
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
か
。

第
7
期
の
介
護
保
険
事

業
計
画
で
策
定
い
た
し
ま
し
た
内
容
に
つ

い
て
、
今
後
充
実
を
図
り
な
が
ら
構
築
し

本
村
で
も
空
き
家
対
策
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
う
が
、
周
辺
住

民
の
方
か
ら
空
き
家
に
つ
い
て
相
談
、
苦

情
の
問
い
合
せ
は
な
い
か
。

周
辺
住
民
等
か
ら
の
苦
情
に

つ
き
ま
し
て
は
、
屋
根
瓦
な
ど
が
敷
地
に

落
ち
て
く
る
と
か
、
あ
と
は
雑
草
が
生
え

す
ぎ
て
除
去
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
か
、

あ
と
、
蜂
の
巣
の
除
去
に
つ
い
て
の
苦
情

等
が
あ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
問
い
合
わ
せ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
月
３
件
程
度
の

問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
い
る
。

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
に

あ
っ
た
、
空
き
家
活
用
事
業
補
助
金
は
、

ど
の
よ
う
な
計
画
等
に
基
づ
き
計
上
さ
れ

て
ま
い
り
た
い
と
思
う
。
そ
の
中
で
、
新

規
事
業
と
し
て
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
活
用
し
た
事
業
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
県
内
、
他
市
町
村
の
先
駆
的

事
例
を
参
考
に
し
て
課
題
や
実
績
を
検
証

し
、
本
年
度
か
ら
と
は
な
る
が
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
っ
て
第
８
期
の
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
ま
で
に
は
そ
の
方
向
性
を

定
め
て
生
活
支
援
、
介
護
予
防
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

社
会
保
障
費
と
い
う
の
が
莫
大

に
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
中
で
、
い
ろ
い
ろ

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
自
治
体
と

し
て
何
事
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、

予
防
に
尽
き
る
と
思
う
。
同
じ
予
算
を
使

う
な
ら
ば
、
要
介
護
者
に
な
っ
て
予
算
を

使
わ
れ
る
よ
り
も
要
介
護
に
な
る
前
に
介

護
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

本
村
に
お
い
て
不
審
者
等
の

情
報
は
あ
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
不
審

者
等
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策
は
。

不
審
者
の
情
報
に
つ
き
ま
し

て
は
、
以
前
、
不
審
な
訪
問
販
売
が
あ
る

と
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
る
。
な
お
、
不

審
者
が
村
内
を
う
ろ
つ
く
と
い
う
よ
う
な

情
報
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
に
入
っ
て
い
る
。

ま
た
、
防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

防
犯
灯
の
設
置
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
地
区
の
ほ
う
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
現
地
を
確
認
し
て
必
要
と

判
断
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
随
時
設
置
し

て
い
る
。
な
お
、
他
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

等
の
設
置
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
設
置
は
な
い
。

市岡　智惠議員

市
岡
議
員

総
務
課
長

市
岡
議
員

総
務
課
長

市
岡
議
員

総
務
課
長

市
岡
議
員

保
健
福
祉
課
長

市
岡
議
員

総
務
課
長

空
き
家
バ
ン
ク
の
今
後
の
活
用
は

補
助
金
を
当
初
予
算
で
用
意
し
て

い
る

ＱＡ

介
護
予
防
元
気
ア
ッ
プ
事
業
の

取
り
組
み
は

生
活
支
援
、
介
護
予
防
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い

ＱＡ

防
犯
対
策
は

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
も
考

え
て
い
る

ＱＡ 村 

長
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当
時
は
ヤ
マ
ト
イ
モ
栽
培
と

し
て
い
た
が
、
現
在
、
麦
、
ソ
バ
の
栽
培

に
移
行
し
て
い
る
。
農
場
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
町
村
の
違
う
法
人
に
作
業
を
委
託

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

肥
後
相
良
フ

ァ
ー
ム
へ
の
補
助
金
額
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
に
合
計
７
，

０
９
５
万
２
，
０
８
５
円
で
あ
る
。

以
前
に
も
質
問
を
し
て
い
る

が
、
そ
の
と
き
の
答
弁
で
は
、
肥
後
相
良

フ
ァ
ー
ム
加
工
施
設
は
継
続
し
て
い
る
と

説
明
さ
れ
た
が
、
昨
日
、
現
地
を
見
に
行
っ

た
所
、
草
ぼ
う
ぼ
う
で
あ
っ
た
。
議
会
は
、

素
晴
ら
し
い
会
社
で
あ
る
と
い
う
説
明
を

受
け
、
誘
致
を
認
め
た
経
緯
が
あ
る
が
、

農
業
法
人
「
肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
」
の
現

状
と
実
態
は
ど
う
な
の
か
。

現
在
、
加
工
施
設
は
稼

動
し
て
お
ら
ず
、
農
場
で
の
ソ
バ
、
麦
の

栽
培
を
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。

誘
致
企
業
で
あ
る
は
ず
の
会

社
が
、
住
所
を
あ
さ
ぎ
り
町
に
移
転
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
事
実
な
の
か
。

髙岡　重盛議員

そ
れ
は
、
事
実
で
す
。

相
良
村
が
誘
致
し
た
会
社

が
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
住
所
を
移
す
と
い
う

こ
と
は
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
。

会
社
に
、
あ
さ
ぎ
り
町

が
単
独
で
補
助
金
を
支
出
し
て
い
た
の

で
、
住
所
を
移
動
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

会
社
は
、
補
助
金
を
あ
さ
ぎ

り
町
か
ら
も
相
良
村
か
ら
も
頂
く
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
か
。上

乗
せ
部
分
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。会

社
は
、
相
良
村
へ
農
業
参

入
、
農
地
確
保
、
栽
培
自
社
加
工
、
利
用

と
言
う
事
を
う
た
い
文
句
に
国
、
県
の
補

助
金
活
用
で
相
良
村
に
加
工
場
を
建
設
し

た
。
そ
し
て
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
住
所
を
移

す
と
い
う
こ
と
は
、
議
会
に
も
説
明
も
無

く
、
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。
今
後
、
会

社
は
、
加
工
施
設
再
開
の
可
能
性
は
あ
る

の
か
。

現
在
で
の
加
工
施
設
の

稼
動
は
、
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
が
、
会

社
側
も
何
と
か
し
た
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

再
開
は
難
し
い
と
い
う
こ
と

だ
が
、
現
在
ま
で
村
が
投
じ
た
金
額
及
び

国
、
県
の
補
助
金
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

ま
だ
調
べ
て
お
り
ま
せ

ん
。
（
後
で
調
べ
て
答
弁
し
ま
す
。
）

加
工
施
設
が
再
開
で
き
な
け

れ
ば
、
補
助
金
が
無
駄
に
な
る
。
無
駄
に

な
っ
た
補
助
金
を
会
社
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と

し
て
課
せ
る
こ
と
は
出
来
る
の
か
。

そ
の
判
断
は
私
の
方
で

は
分
か
ら
な
い
。

設
立
当
初
、
農
業
法
人
と
し

て
借
り
ら
れ
た
約
６
ha
の
農

地
が
農
業
法
人
に
委
託
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
事

実
な
の
か
。

会
社
の
委

託
、
農
業
の
委
託
は
、
作
業

委
託
は
受
委
託
で
す
。

誘
致
時
に
た
ず

さ
わ
れ
た
３
名
が
こ
の
場
に

お
ら
れ
る
。
誘
致
時
の
議
会

へ
の
説
明
と
現
在
の
状
況
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら

れ
て
い
る
の
か
。

詳
細
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な

い
。

建
設
課
長

髙
岡
議
員

現在の肥後相良ファーム

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

産
業
振
興
課
長

髙
岡
議
員

総
務
課
長

産
業
振
興
課
長
の
追
加
答
弁

肥
後
相
良
フ
ァ
ー
ム
加
工
場
は

加
工
施
設
は
稼
動
し
て
い
な
い

ＱＡ
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お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、

人
口
動
態
の
推
移
で
は
平
成
27
年
以
降
の

相
良
村
の
人
口
は
急
速
に
減
少
を
続
け
、

平
成
52
年
に
は
２
，
９
１
０
人
。
平
成
72

年
に
は
１
，
８
８
９
人
に
な
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
り
で
、

10
年
後
、
20
年
後
、
相
良
村
が
有
名
に
な

り
、
所
得
向
上
に
努
力
し
よ
う
と
し
て
も
、

生
産
年
齢
の
減
少
、
子
供
の
数
の
減
少
で

実
現
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

　
相
良
村
に
と
っ
て
、
一
番
大
切
な
事
は

「
今
」
な
ん
で
す
。
現
在
い
か
に
し
て
相

良
村
の
村
民
が
豊
か
に
な
る
か
と
い
う
よ

う
な
こ
と
の
政
策
を
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
フ
ラ
ン
ス
の
調
印
式
に
、
議
員
も
一

人
行
っ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
決
め
方
で
連

れ
て
い
っ
た
の
か
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

大
使
館
側
と
交
渉
の
上
、
議
長
、

2
名
の
常
任
委
員
長
、
3
名
に
な
り
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
1
名
参
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。フ

ラ
ン
ス
行
き
の
調
印
式
、

そ
の
他
関
連
す
る
経
費
の
支
出
は
ど
れ
く

ら
い
か
。
地
方
創
生
含
め
て
、
29
年
度
の

支
出
は
。

29
年
度
、
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
委
託
事
業
と
し
て
、

７
３
４
万
１
，
３
５
６
円
、
姉
妹
都
市
締

結
時
の
関
係
経
費
１
４
７
万
１
，
７
４
０

円
。
姉
妹
都
市
締
結
に
向
け
た
関
係
者
と

の
連
絡
調
整
委
託
費
９
７
万
２
，
０
０
０

円
。
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
調
べ
た
所
に
よ
り
ま
す

と
、
別
紙
（
15

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
の
内
訳

の
通
り
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
務
課
長

が
答
弁
し
た
金
額
は
少
額
で
す
ね
。

今
の
金
額
で
間
違
い
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
す
み
ま
せ
ん
。
私
の
手
持

ち
の
資
料
と
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
い
る
部

分
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と

精
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

※
議
員
に
与
え
ら
れ
た
質
問
時
間
一
時

間
を
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
「
石
倉
周
辺

の
土
地
購
入
の
そ
の
後
に
つ
い
て
」
と

「
相
良
村
の
誘
致
企
業
で
あ
る
肥
後
相
良

フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て
は
」
は
次
回
の
定
例

会
で
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
方
創
生
交
付
金
を
利
用
し

て
、
フ
ラ
ン
ス
・
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
村
と

の
姉
妹
都
市
調
印
式
に
7
日
間
掛
け
て
出

か
け
た
り
、
そ
れ
に
関
連
す
る
様
々
な
委

託
事
業
を
行
い
、
莫
大
な
交
付
金
を
使
っ

て
い
る
が
、
何
ひ
と
つ
村
民
が
幸
せ
で
暮

ら
し
や
す
い
相
良
村
に
な
っ
て
い
な
い
。

た
だ
「
愛
」
だ
け
で
生
き
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
莫
大
な
交
付
金
を
村
民
の
た
め

に
な
る
利
用
方
法
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思

う
が
、
村
長
の
考
え
は
。

小善　満子議員

現
在
及
び
将
来
に
わ
た
り
、
有

用
な
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
り
ま
す
。
目
的
は

政
治
そ
の
も
の
が
住
民
の
皆
様
方
の
生

活
の
豊
か
さ
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
ま

す
の
で
、
村
民
所
得
の
向
上
と
グ
ロ
ー
カ

ル
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
相
良
村
を
ブ
ラ
ン
ド
化

へ
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
プ
ラ
ス

イ
メ
ー
ジ
を
全
国
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
未
だ
か
つ
て
相

良
村
の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
日
本
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
訳

で
あ
り
ま
す
。相

良
村
は
、
以
前
か
ら
マ
イ

ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

し
、
相
良
村
は
全
て
プ
ラ
ス
思
考
で
運
営

し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ

ン
祭
と
か
地
方
創
生
の
金
の
使
い
方
を
疑

問
に
思
っ
て
い
ま
す
。
村
長
は
、
10

年
、

20

年
先
の
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
人
口
減
少
が
加
速
化
し
て
お
り
ま
す
。

相
良
村
の
20
年
後
の
人
口
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
と
思
う
か
。

各
年
度
ご
と
、
詳
細
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
２
０
４
０
年
に
は
大
体
、
相

良
村
の
人
口
は
、
２
，
５
０
０
人
規
模
に

な
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
出
て

小
善
議
員

村 

長

小
善
議
員

村 

長

小
善
議
員

村 

長

小
善
議
員

総
務
課
長

小
善
議
員

総
務
課
長

ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
祭
り
を
重
点

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
村

民
が
納
得
し
て
い
る
と
思
う
か
。

無
駄
遣
い
じ
ゃ
な
い
か

こ
の
事
業
は
地
方
創
生
交
付
金
と

一
般
財
源
も
一
定
割
合
つ
ぎ
込
ん

で
お
り
ま
す
が
、
無
駄
の
あ
る
事

業
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん

ＱＡ
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法
的
に
は
、
提
示
で
き
な

い
場
合
は
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
と
あ
る

が
、
現
在
、
そ
の
動
き
が
有
る
の
か
。

そ
の
動
き
は
な
い
。

監
査
委
員
は
、
職
務
を
遂
行

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
公
正
普
遍
の

態
度
を
保
持
し
監
査
を
行
う
と
地
方
自
治

法
に
唱
っ
て
あ
り
ま
す
が
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
に
至
っ
た
状
況
を
、
普
遍
の
立
場
か

ら
、
代
表
監
査
委
員
ご
自
身
の
考
え
は
。

監
査
基
準
に
基
づ
き
、

議
員
の
聴
取
を
行
い
、
執
行
部
に
は
関
係

書
類
等
の
提
出
、
又
、
関
係
人
の
聴
取
を

求
め
た
が
、
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
監

査
報
告
が
出
来
ず
、
非
常
に
残
念
に
思
っ

て
い
る
。
監
査
委
員
は
、
行
政
方
で
も
な

く
、
又
、
議
会
方
で
も
な
く
、
独
立
し
た

機
関
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
の
責
任
に

つ
い
て
は
十
分
、
重
大
に
考
え
て
監
査
し

て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

石
倉
周
辺
の
解
体
工
事
に
つ

い
て
、
解
体
工
事
は
、
特
殊
な
工
事
で
あ

る
の
で
、
建
築
業
者
を
指
名
入
札
す
る
の

で
な
く
、
専
門
業
者
（
解
体
専
門
業
者
）

の
見
積
も
り
入
札
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
昨
年
度
の
学
校
給
食

調
理
場
解
体
工
事
の
よ
う
に
、
建
築
業
者

が
落
札
し
た
場
合
、
一
括
下
請
け
外
注
丸

投
げ
の
状
態
が
発
生
し
、
そ
こ
に
は
２
割

か
ら
３
割
、
そ
れ
以
上
か
も
し
れ
な
い
ピ

ン
ハ
ネ
が
発
生
す
る
と
思
う
。
確
か
に
村

内
業
者
育
成
と
の
名
目
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
見
積
も
り
入
札
を
行
う
こ
と
で
、

そ
の
差
が
浮
き
村
の
財
政
の
節
減
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
又
、
石
倉
周
辺
整
備
計

画
に
つ
い
て
の
設
計
委
託
業
務
に
つ
い
て

は
、
単
純
な
建
築
設
計
業
者
に
委
託
さ
れ

る
の
で
な
く
、
多
小
経
費
が
嵩
む
と
し
て

も
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
的
な
問
題
を
得
意
と

す
る
業
者
に
委
託
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
る
。

解
体
工
事
発
注
に
つ
い
て

は
、
解
体
施
工
実
績
の
あ
る
業
者
等
々
に

な
る
ん
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
。

（
石
倉
周
辺
整
備
計
画
の
委
託
業
務
に
関

し
て
は
、
答
弁
な
し
。
）

実
績
が
な
い
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
。
昨
年
度
の
観
音
橋
橋
脚
解
体
工

事
で
は
、
新
規
橋
梁
工
事
を
設
計
し
た
業

者
が
、
新
規
工
事
期
間
中
に
矢
板
に
よ
る

止
水
工
法
で
し
か
施
工
で
き
な
か
っ
た
問

題
で
、
過
去
に
議
会
で
問
題
に
な
り
、
昨

年
度
解
体
工
事
で
は
、
前
回
の
経
験
に
も

関
わ
ら
ず
、
再
び
議
会
で
問
題
に
な
る
よ

う
な
設
計
変
更
、
実
績
が
あ
っ
て
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。

人
吉
・
球
磨
の
コ
ン
サ
ル
業
者
で
も
、
多

様
な
専
門
分
野
の
専
門
家
は
数
少
な
い
と

思
う
。
専
門
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
専
門
分
野
の
メ
ー
カ
ー
の
意
見
指
導
を

受
け
る
の
が
普
通
。
起
業
し
た
コ
ン
サ
ル

業
者
は
、
最
初
は
実
績
が
な
い
。
そ
の
中

で
、
実
績
を
積
ま
せ
て
村
内
業
者
の
育
成

に
尽
く
し
て
ほ
し
い
。

　

指
名
形
態
に
つ
い
て
、
発
注
額
に
よ
り
、

ラ
ン
ク
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
高
額

発
注
だ
か
ら
Ａ
ラ
ン
ク
指
名
、
Ｂ
ラ
ン
ク

は
指
名
外
、
但
し
、
Ｃ
ラ
ン
ク
の
発
注
額

に
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
業
者
は
指
名
さ
れ
る
と

の
話
を
よ
く
聞
く
が
。
村
内
の
中
小
建
設

業
の
育
成
が
で
き
る
の
か
。

発
注
形
態
、
経
審
点
関
係
の

ラ
ン
ク
を
考
慮
し
、
相
良
村
工
事
請
負
建

設
業
者
選
定
要
領
に
基
づ
き
ま
し
て
、
公

平
公
正
に
審
査
を
し
て
い
る
。

建
設
課
長

代
表
監
査
委
員

梅山　　弘議員

梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

梅
山
議
員

総
務
課
長

梅
山
議
員

前
回
の
議
会
で
議
決
し
た
監
査

請
求
に
つ
い
て
監
査
委
員
へ
の

資
料
等
の
提
出
、
聞
き
取
り
調

査
へ
の
拒
否
は
、
だ
れ
の
指
示

だ
っ
た
の
か

村
長
の
指
示
で
監
査
委
員
へ
の
対

応
は
致
し
て
い
な
い

ＱＡ

5

月
28

日
に
実
施
さ
れ
た
災
害

復
旧
工
事
等
の
委
託
業
務
入
札

に
、
村
内
業
者
が
指
名
さ
れ
な

か
っ
た
の
か

業
務
内
容
の
実
績
等
確
認
し
て

指
名
し
た

ＱＡ
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一 般 質 問

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
現

在
で
の
把
握
は
前
回
と
同
数
か
。

３
月
と
違
い
空
き
家
１
６
３

戸
。

３
月
空
き
家
等
対
策
計
画
策

定
が
な
い
の
で
進
展
が
な
い
と
答
弁
、
そ

の
後
対
策
は
。策

定
さ
れ
て
い
な
い
第
６
期

総
合
計
画
を
策
定
中
、
併
せ
て
検
討
出
来

た
ら
と
考
え
る
。

策
定
で
き
な
か
っ
た
の
は
。

理
由
特
に
な
い
。

管
理
者
、
所
有
者
と
の
連
絡

を
密
に
し
て
前
向
き
に
。
対
策
は
早
急
に
。

策
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
抜
本
的

な
対
策
は
出
来
な
い
。
特
定
空
き
家
は
放

棄
状
態
、
社
会
不
安
、
衛
生
的
に
も
対
策

は
必
要
だ
が
、
経
費
を
取
る
こ
と
が
非
常

に
困
難
。
職
員
の
怠
慢
で
は
な
い
。

ひ
ど
い
所
は
獣
の
隠
れ
家
、

集
落
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

特
例
法
の
課
税
率
に
つ
い
て
。

建
物
が
な
く
な
る
と
税
率
が

変
わ
る
。

飛
行
場
用
水
路
の
取
水
門
、

も
し
壊
れ
た
ら
、
災
害
、
非
常
時
の
心
配

で
一
時
的
な
遮
断
の
方
向
が
出
来
な
い
か

相
談
も
あ
っ
て
、
今
回
要
望
書
が
出
た
。

土
地
改
良
区
で
事
業
計
画
・
事

業
費
を
示
し
村
が
支
援
で
き
る
か
を
指
示

し
て
ほ
し
い
。
積
極
的
に
協
力
す
る
。
相

良
の
土
地
改
良
区
が
反
対
で
利
水
が
進
ま

な
か
っ
た
。
国
・
県
が
支
援
す
る
こ
と
は

難
し
い
部
分
も
あ
る
。

村
長
と
し
て
言
う
べ
き
事

で
は
な
い
。
賛
成
で
き
な
か
っ
た
の
は
事

実
。
当
時
私
た
ち
は
ポ
ン
プ
１
台
も
使
わ

ず
に
10
ａ
当
り
５
，
２
０
０
円
払
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
11
基
の
フ
ァ
ム
ポ
ン
ド
を

４
，
５
０
０
円
で
３
分
の
１
し
か
な
い
。

県
の
回
答
は
３
．
５
倍
以
上
に
な
り
ま
す
。

５
町
歩
で
は
50
倍
で
す
。
大
変
で
す
。
私

た
ち
は
賛
成
で
き
な
か
っ
た
。

農
業
振
興
の
為
、
村
づ
く
り
の

為
、
支
援
は
惜
し
ま
な
い
。
支
援
を
大
前

提
の
も
と
、
事
業
計
画
を
立
て
支
援
の
協

議
が
必
要
。
国
営
を
反
対
し
た
原
因
者
が

廃
止
手
続
き
が
終
わ
っ
た
中
で
国
営
で
は

無
理
。

村
長
が
言
う
べ
き
も
の
で
は

無
い
。
次
に
柳
瀬
西
溝
の
件
。
堤
か
ら
の

排
水
が
流
入
、
こ
れ
に
は
茶
湯
里
の
排
水

が
入
っ
て
い
る
事
で
村
と
し
て
も
知
ら
ん

ぷ
り
は
出
来
な
い
。

土
地
改
良
区
の
事
業
と
し
て
勧

め
て
貰
え
な
い
か
。
農
業
振
興
の
た
め
に

村
も
支
援
す
る
。
村
で
全
部
や
っ
て
頂
け

な
い
か
と
の
こ
と
だ
が
、
庁
内
で
協
議
が

必
要
。
西
溝
自
体
が
老
朽
化
崩
落
、
大
変

な
こ
と
で
支
援
は
す
る
の
で
協
議
が
必
要
。

道
路
問
題
で
新
並
木
公
民
館

付
近
の
改
良
に
つ
い
て
、
信
号
機
を
設
置
で

き
る
交
差
点
に
改
良
を
。
設
計
委
託
の
話
は

聞
い
て
い
る
が
如
何
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
道
吉
野
尾
新
並
木
線
約

１
，
３
０
０
万
円
・
村
道
三
石
錦
線

１
，
０
２
０
万
円
の
予
算
計
上
し
て
い
る
。

改
良
前
の
測
量
設
計
業
務
委
託
で
入
札
前

の
積
算
等
の
準
備
の
最
中
で
す
。

近
く
発
注
と
は
用
地
交
渉
は

済
ん
だ
の
か
。測

量
設
計
で
業
務
委
託
が
終

了
後
、
用
地
面
積
が
出
て
、
そ
の
後
、
用

地
交
渉
で
早
け
れ
ば
今
年
度
か
来
年
に
予

算
計
上
予
定
。夫

婦
橋
か
ら
新
並
木
側
の
住

宅
で
車
の
通
る
た
び
に
振
動
が
激
し
く
寝

て
居
ら
れ
な
い
。
苦
情
は
来
て
い
な
い
か
、

何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｈ
23
年
度
路
盤
を
や
り
直
し

て
い
る
。
当
区
間
は
昨
年
7
月
19
日
区
長

要
望
が
提
出
さ
れ
て
現
地
確
認
で
、
多
小

の
ひ
び
割
れ
等
を
確
認
。
大
型
車
輌
の
振

動
に
伴
う
改
善
は
緊
急
に
は
出
来
な
い
部

分
も
あ
る
。
10
月
18
日
で
経
過
観
察
を
と

回
答
。

総
務
課
長

総
務
課
長

建
設
課
長

村 

長

茂吉　隆典議員

夫婦橋から新並木側の住宅までの道

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

総
務
課
長

茂
吉
議
員

総
務
課
長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

村 

長

茂
吉
議
員

村 

長

茂
吉
議
員

村 

長

茂
吉
議
員

茂
吉
議
員

建
設
課
長

茂
吉
議
員

建
設
課
長

空
き
家
対
策
計
画
策
定
は

ま
だ
出
来
て
い
な
い

ＱＡ

用
水
路
問
題
村
の
助
成
は

反
対
の
原
因
者
が
国
営
で
は
無
理

ＱＡ

新
並
木
公
民
館
近
く
の
道
路
問
題

用
地
交
渉
後
早
け
れ
ば
今
年
度
予

算
計
上
予
定

ＱＡ
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事　業　名 支出金額 支出先 備考

既存石倉活用を中心とした相良村ブ

ランド計画に関する研究業務
55万円

公立大学法人

熊本県立大学

委託期間

H29.9.20 ～ H30.3.30

「相性が良くなる村」で暮らし続けた

い願いかなえるプロジェクト業務委

託一式

6百42万6千円 熊本日日新聞社

相良ブランド構築に向けた広告掲載

業務委託

（地方創生事業）

19万80円
ぷらんどう

デザイン工房

どうぎゃん３月号、

４月号広告

「相性が良くなる村」ブランド構築事

業業務委託一式

（地方創生推進事業）

8百97万4千260円 熊本日日新聞社

「相性が良くなる村」ブランド構築プ

ロモーション事業業務委託

（地方創生推進事業）

8百7万8千400円 テレビ熊本

「相性が良くなる村」ブランド構築に

向けた案内板設置業務委託

（地方創生事業）

149万5千800円 テレビ熊本

「相性が良くなる村」集落ビジョン策

定に向けた PR業務委託

（過疎地域等自立活性化推進事業）

108万円 熊本日日新聞社
編集、デザイン等含

む

地域住民の力を結集した「むらづくり

フェスタ」開催に伴う会場設営等業務

委託

（過疎地域等自立活性化推進事業）

2百48万9千400円 テレビ熊本

地域住民の力を結集した「むらづく

りフェスタ」開催に伴う PRチラシ

及び新聞折込業務委託

（過疎地域等自立活性化推進事業）

60万2千964円
ぷらんどう

デザイン工房

ポスター制作、配布まで

折込＋村配布

折込領、日刊代、人吉新聞

チラシ配布　当日

ヴァレンタイン村の姉妹都市協定締

結交流促進委託料
97万2千円

有限会社

ニュートラル

合　　計 3千85万8千904円

フランス ヴァレンタイン村等に関する
経費の一覧表(平成29年度支出）
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【
議
会
広
報
編
集
委
員
会
】

　
委

員

長
　
　
市
岡
　
智
惠

　
副
委
員
長
　
　
黒
木
　
正
照

　
委
　
　
員
　
　
梅
山
　
　
弘

　
　
　
　
　
　
　
小
善
　
満
子

　
　
　
　
　
　
　
髙
岡
　
重
盛

　
発
行
責
任
者
　
吉
松
　
啓
一

�

�

�

�

�

�

�

�

　

２
０
１
６
年
４
月
14
日
、
16
日
に

相
次
い
で
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
記

憶
に
新
し
く
、
２
０
１
８
年
６
月
18

日
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
の
映
像
に

身
も
縮
む
思
い
が
し
ま
し
た
。
先
の

大
雨
で
も
洪
水
被
害
等
で
全
国
的
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
本
村
に
お

い
て
も
農
作
物
等
に
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
で
被
災
さ
れ
ま
し
た

方
々
に
対
し
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　

自
然
災
害
は
、
私
た
ち
が
考
え
る

以
上
に
時
に
大
き
な
猛
威
を
振
る
い

ま
す
。
現
在
の
高
温
に
よ
る
災
害
も
、

大
丈
夫
と
思
う
の
で
は
な
く
、
常
日

頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
ち
、
心
が
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

広
報
委
員　

一
同

7月6 〜 7日　大雨による災害

葉タバコ被害。早急な河川改修が必要（柳瀬・中州地区） 早急の改良を待つ四浦平川前の国道４４５号

相良大橋から下流の棚葉瀬相良大橋から見た雨宮の森

イカダ下り大会 カッパの仮装

サガラッパ祭


